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議会改革推進会議「検討部会」会議録 

 

１ 開催日時  令和６年２月１５日（木） 午後１時００分～午後１時２０分 

２ 開催場所  第１・２・３委員会室 

３ 出席会員  部 会 長 福 沢 美由紀 

        副 部 会 長 新   秀 隆 

        部 会 員 櫻 木 善 仁   森   英 之   今 岡 翔 平 

                小 坂 直 親   櫻 井 清 蔵 

        会 長 森   美和子 

        副 会 長 伊 藤 彦太郎 

４ 欠席会員  なし 

５ 事 務 局  議会事務局長 渡 邉 靖 文 議事調査課長 大 泉 明 彦 

        書 記 新 山 さおり 書 記 山 北 康 仁 

６ 案 件  １．第８５回検討部会の確認事項について 

        ２．議会改革白書２０２４への掲載内容の確認について 

        ３．議題 

         （１）子ども議会の実施について（検討課題４７） 

        ４．その他 

７ 経 過  次のとおり 
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午後１時００分  開 会 

○部会長（福沢美由紀君） 皆さん、こんにちは。 

 議会改革推進会議第８６回検討部会を開催いたします。 

 初めに、前回、８５回検討部会の確認事項についてでございます。 

 第８５回検討部会では、子ども議会の実施について（検討課題４７）、本条例の目的達成の検証に

ついて（検討課題３１）についてご協議いただきました。 

 それぞれのカルテに追記をしていますので、事務局より説明をお願いします。 

 新山グループリーダー。 

○議会事務局員（新山さおり君） では、資料１のほうをご覧ください。 

 子ども議会の実施についてのカルテでございます。こちらの２ページ目になりますけれども、前回

の８５回検討部会におきまして、県内の子ども議会の実施状況を確認し、子ども議会の実施案につい

てご協議をいただきました。また、今後子ども議会の実施に向けて詳細な内容やスケジュールなどに

ついて検討していただくために、プロジェクトチームを設置し、協議を進めることといたしました。

子ども議会のほうについては以上でございます。 

 続きまして、検討課題の３１番のほうですね。資料２になります。 

 本条例の目的達成の検証をどのように行っていくかということの検討課題になりますが、こちらに

つきましては、基本条例の改正に向けて、災害や感染症等の危機管理の対応と、障がい者への合理的

配慮について、他市議会の議会基本条例の規定についてまとめた資料を参考としていただくために見

ていただきまして、各会派で研究を進めることを確認いただきました。 

 カルテの追記については、この２点になります。以上です。 

○部会長（福沢美由紀君） ありがとうございました。 

 説明は以上ですが、カルテの追記について、何かありましたら発言をお願いします。 

 いいですね。 

（発言する者なし） 

○部会長（福沢美由紀君） ないようでしたら、カルテはこのように更新させていただきます。 

 次に、議会改革白書２０２４への掲載内容の確認でございますが、確認事項はございませんでした。 

 次の議題に入ります。 

 入ります前に、８５回の検討部会で、子ども議会のことと、あと、この議会基本条例の検証という

ことで、障がいのある方とか、合理的配慮のこととか、災害があったときのそういうこととかも、先

ほど報告ありましたように研究していきましょうということで、それと子ども議会のことと、３本立

てでやっていかなあかんので大変やなあと思っていたんですけれども、特にこの子ども議会のことが

相手がありますもんで、全部一緒にやっていくのが今ちょっと大変な状況になってきましたので、子

ども議会を夏にやりますけれども、そこまでは子ども議会中心に、この部会ではちょっとやらせてい

ただきたいんです。 

 そうやで、会派で研究とかは進めてはいただきたいんですけど、ここで検討するのをちょっと子ど

も議会に集中させていただきたいなと思っていますので、よろしくお願いします。 

 子ども議会の実施については、前回の部会で開催日程や実施目的など実施内容の案をご確認いただ

き、令和６年８月２７日火曜日に実施するということで現在進めています。また、プロジェクトチー
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ムを設置しましたので、１月１９日と２月１３日に打合せを行い、子ども議会の実施に向けて、実施

手法や質問のテーマなどについて協議しました。 

 本日は、プロジェクトチームで協議した内容について説明させていただき、詳細について詰めてい

きたいと思います。 

 それでは、プロジェクトチームの森 英之委員より説明をお願いします。 

○部会員（森 英之君） 先ほど会長からもありましたとおり、プロジェクトチームということを設

置いただいて、そのメンバーで具体的な協議を２回重ねてまいりました。 

 その中で、資料３を見ていただきたいと思います。 

 まず、目的としまして、きちっとやっぱり中学生の方に参画いただくということで、目的をきちっ

と明確にすべきだということの中で、いろいろ話をしまして、この２つの項目となりました。 

 次世代を担う子どもたちが、行政や議会の仕組みを学ぶことで市政への感心と理解を深めるととも

に、意見の調整や発表の機会を通して参画意識を高める。もう一つが、子どもたちの自由な発想や視

点からの意見や提言を市政の参考とする。この２つとなりました。 

 これは以前から決まっていますが、開催日程としましては、８月２７日火曜日ということで、一旦、

午前リハーサル、午後１時半から議会としていますが、これについても、これから今後詳細を詰めて

いく必要があるというふうなことになります。 

 場所としましては、議場を使うということです。 

 参加対象者は、市内中学校、関中、亀中、中部中学校の各学校から６名ずつということで、議長の

選出方法については、３つの中学校での協議により決定していただこうということ、それから事前に

保護者の承認を得ることとして、目的や活動、映像使用についても承諾書をいただくということで進

めたいと思っています。 

 また、市長、副市長、それから医療統括官、教育長、代表監査委員、関係部長等と我々全議員が出

席ということになります。 

 中学生議会をするに当たっては、当然、何かテーマをある程度、詳細といいますか、ある程度のも

のはこちらから出させていただかないとなかなか難しいのではないかということもあって、１回目の

ところでは、いろいろ各学校区の課題ということも出させてもらいましたけど、伊賀市さんとかの事

例も含めまして、一旦大きなテーマで、「もっと好きになれる！亀山市の未来について考える」とい

うことでテーマを設けてはどうかということになりました。 

 裏に行っていただくんですが、こちらについては、まだこれから詰めていく必要になるものになり

ます。来週１９日に議長にも校長会等に出席いただいて、学校側の意向も聞いた上で詰めていく必要

があります。ですので、ちょっとこの実施内容、それからスケジュール案についても、これから詰め

ていく必要があるということで、先ほど部会長からもありましたとおり、８月の実施に当たっては、

かなりちょっとスケジュールがタイトというか、詰めていく必要があると思いますので、今後、鋭意

進めていく必要があるんではないかというふうに思っています。以上です。 

○部会長（福沢美由紀君） 説明は終わりました。 

 先ほどの説明に対して、何か確認したいことなどがありましたら、順次発言をお願いします。 

 櫻井委員。 

○部会員（櫻井清蔵君） この出席者ですけど、お任せして、やってもらっておいて申し訳ないけれ
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ども。 

 執行部は分かるわな、全議員も分かるわな、各学校から６名見えるわな。 

 どこへ座ってもらうの。 

○部会長（福沢美由紀君） 本当に具体的なことはこれから詰めていくもんで、分からないんですけ

れども、傍聴も親御さんに来てもらうのかとか、いろんなことがありますので、席は限られています

ので、ただでさえ議員になってもらう子どもさんたちは議席に座ってもらいますので。 

 どこかしらをちょっとまたこれから詰めるんですけれども、だから本当に全員になるのかどうかと

いうことも含めて、具体的なことはこれから詰めていくということになります。 

 ただ、本当に大事にしたのは、ちょっと以前は、コロナやら何やらで先方とのやり取りがあんまり

できていなかったもんですから、今回、教育委員会とのやり取りを何回か事務方ともしていただいて

いますし、私たちともやった結果、やはり先生方も公民の授業ということも踏まえ、主権者教育とい

うことも踏まえ、やっぱりいろいろ考えもお変わりになることもありますし、４月になったら先生方

がまた替わりますので、ちょっとどういう状況になるか私たちも対応していかなあかんなと思ってい

るところなんです。大筋に、この子ども議会をするということ、それについては答弁を何回もお願い

せんならんもんで、議長のほうから市長にもお願いをしていただいて、理事者側にもちゃんと来てい

ただくということも、答弁もしていただくということもお願いしてもらって、校長会に行って、子ど

もたちのこのこともお願いしたところですので、本当に具体的なことはこれから詰めていくというこ

とになりますので、そこはちょっとご了承いただきたいなあと思います。 

 櫻井委員。 

○部会員（櫻井清蔵君） 議席に座ってもらって、わしらが傍聴席におれば十分やろうな。 

 それから、関係部長とありますやんか。 

 事前に質問を出してもらうわけ。 

 わしらが座っておるところはどうするのやろうか。 

○部会長（福沢美由紀君） 一応、一般質問を経験していただくというのが主な議会の経験になるん

かなあと思いますので、通告をつくったり、どんな質問をするかなということを学校でもやり取りを

していただいたりしながら、どういう形で質問するかというのも含めてまだこれからなんですわ。 

 誰が出てくるかというのも、生徒会なのか、やりたい子なのか、そういうこともまだこれからなん

ですわ。 

 そういう状況ですけど、大枠でちょっとご理解いただきたいなということで、今回のプロジェクト

チームからの報告でした。 

○部会員（櫻井清蔵君） １６人もおるから、全部しゃべっておったら時間がないから。 

 代表監査委員って。 

○部会長（福沢美由紀君） 新山グループリーダー。 

○議会事務局員（新山さおり君） 今そちらの案につきましては、いつもの通常の議会のスタイルで

案をつくってございますので、いつも出ていただいております執行部の部長以上の方で今は案がつく

られておりますので、そこについても改めて詳細を決定していきたいとは考えておりますので、プロ

ジェクトチームでご協議いただき、検討部会でご協議いただいた上で、推進会議で決定いただく形に

なるとは思うんですけれども、今後そちらは詰めていきたいと考えております。 
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○部会長（福沢美由紀君） いいですか。 

 櫻井委員。 

○部会員（櫻井清蔵君） プロジェクトチームに入らないで文句を言うのはプロジェクトチームに申

し訳ないけど、基本的に出席者は市長、副市長、教育長でええのさ、基本的にな。 

 市長は何もかも知っておらなあかんやないか。 

○部会長（福沢美由紀君） いやいや、それはもう何とも。 

 今本当に大枠しか決まっていない中で、その具体のところだけ先に決めるわけにいかないんですわ、

本当に大枠なので。 

 質問の仕方も、６人がチームで１つしてもらうのか、２人、３人でしてもらうのかも分からない。 

 森委員。 

○部会員（森 英之君） 取りあえず執行部に答弁してもらいたいよなあという大まかな方針が決ま

ったぐらいです。 

○部会員（櫻井清蔵君） 答弁をするのは、市長ひいては副市長が。 

○部会長（福沢美由紀君） また具体的に進んできましたらご報告させてもらいますので、そこで具

体化、決めていいような時期になりましたら、またご意見も頂戴したいなと思いますけれども。 

 一応、この方々は必要とあらば出ていただけるようにということで議長からお願いはしていただい

たというご報告です。 

 櫻井委員。 

○部会員（櫻井清蔵君） 議長席の左側は何人ぐらい座れる。 

○部会長（福沢美由紀君） 本当に質問がどうなるか分からないんですよ。 

 だから、その３校から３つしか質問がないか分からんし、その１校から何個か質問があるか分から

んし、そこも分からないんです。そういう状況なので、今人数やらそんな細かいことは詰められませ

ん。申し訳ないけど、今決めません、ここでは決めません。 

 ただ、もうちょっと詳しく、こんなふうにするよとか具体的な姿が見えてきたところで、そういう

何人やなあとか、誰が出るやんなとかそういうことは詰めていきたいと思います。 

 今は本当に分からないんです。 

 ２月１９日の学校の校長先生の校長会があるので、そこでまた改めて議長からお願いもしていただ

きますので、その後の詰め方についても、そこでまたちょっと話もあるかと思います。毎回毎回校長

会も大変だと思いますんでね。 

 新副部会長。 

○副部会長（新 秀隆君） 校長が替わるかもしれん。 

○部会長（福沢美由紀君） そうなんですよ。 

 ３月、４月ですので替わりますので。 

 今岡委員。 

○部会員（今岡翔平君） 全然、何人にどういう時間を割り振るのかも全然決まっていないです。 

○部会長（福沢美由紀君） 大枠が、子どもですので、９０分から多くても１２０分で収まるように

していただきたいという教育委員会側のそういう声があるということで。 

 それをどんなふうにするかということについては、まだ何も決まっていないんです。すみません。 
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 よろしいですかね。 

 そういうことですので、スケジュールもあらあらで書いてありますけれども、これも議長に言って

もらった加減で、また４月に人が替わった加減でどんどん変わってくることもあるかと思います。 

 ただ、先方は非常にこれを子どもたちの主権者教育、公民の授業、そういうことにも活用したいと

いう熱意は持っていただいているということですので、本来、理事者側も主権者教育というのをする、

私は義務というか、そういうあれもあると思うんですけれども、議会の発信で今回やりましたので、

できるだけ子どもたちに分かりやすい資料も作ったり、打合せもしながらね。いいものにしていける

ようにしたいなというところで、プロジェクトチームの皆さんに頑張っていただくつもりでございま

す。 

 また皆さんにお力を借りるときはまた申し上げますんで、よろしくお願いしたいですけれども、ほ

かに何かありますか。 

（発言する者なし） 

○部会長（福沢美由紀君） ないようでしたら、ご確認いただいたということで進めさせていただき

たいと思います。 

 今後、実施に向けて事前の勉強会とか、学校へ配付する資料とかはさらに詳細に詰めていく必要が

あります。引き続き議論をしていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 本日ご確認いただいた令和６年度亀山市中学生議会の開催については、２０日に開催する議会改革

推進会議であらかたを全議員に報告させていただきます。 

 次に、４．その他でございますが、次回の開催日ですが、４月の中旬頃に開催したいと考えており

ますので改めて日程調整させていただきます。 

 本日の案件は以上でございますが、ほかに何かございませんでしょうか。 

（発言する者なし） 

○部会長（福沢美由紀君） なければ、以上で議会改革推進会議第８６回検討部会を閉会いたします。

ありがとうございました。 

午後１時２０分  閉 会 
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この会議録は正当であることを認め、ここに署名する。 

 

  令和 ６ 年 ２ 月 １５ 日 

 

 

         議会改革推進会議検討部会長  福 沢 美由紀 

 

 


